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村の自然調査団による調査結果報告
　村の自然調査団は、各部門の専門家が集まって結成され、平成26年度から３年計画で村内全域の
自然調査を実施しています。今回は、平成26年度の調査結果について報告します。

■問い合わせ　生涯学習課文化･スポーツ振興担当（☎282‐1711 内線1423）

 動物部門
　動物部門では、村内の動物を調査しました。
　松の砂防林で、ふんのあったノウサギとは会えませんでし
たが、ニホンリスの古巣を見つけました。村内一帯で、外来
種のハクビシンによる果樹への加害が大きいようです。イノ
シシが走っていたという情報もありました。
　カラスの群れは海岸地区ばかりでなく耕作地･市街地にもお

り、数は減っていません。オオハクチョウが十数羽、昼間の阿漕ケ浦に姿を見せました。村の鳥で
あるメジロや、春を告げるウグイス、群れて飛ぶモズ、街中のツバメ･ヒヨドリ･スズメも元気です。
　新川流域のトウキョウサンショウウオの卵のうの数は例年より少なく、ヘビ･マムシは減ってき
ました。秋に新川を遡上するサケの姿も減り、タナゴ類を探すのは困難です。
　昆虫では、ゲンジ･ヘイケのホタル類は共に灯を発し、アキアカネは赤く、浜辺で舞っています。

 阿漕ケ浦のハクチョウ （2014年12月24日 関田一義さん撮影）

 植物部門
　植物部門では、次の２つの内容について、重点的に調査し
ました。
　１つ目は、「外来植物の分布記録」です。オオキンケイギク
やアレチウリのほか、村内では100種類以上の外来植物が確認
されていますが、毎年のように新しい種類が入り込んでいま
す。特に人家付近では、見慣れない種類も見つかりました。

　２つ目は、「貴重種の現状確認」です。これまでの調査によって、カザグルマやオミナエシのほか、
多数の貴重種が記録されています。しかし、雑木林･水田･海岸等の自然環境が大きく変化して、貴
重種の生育環境が悪化しています。かつての生育地を再確認したところ、再発見することができな
い種類もありました。次年度も、さらに調査を進めていく予定です。

　オミナエシが生育する、かつての水田

 地史･古生物部門
　地史･古生物部門では①村内の地層に対比される、周辺地域
の地層の分布と特性の調査②第四紀礫

れ き

層の調査③第四紀層中
の火山灰の調査④人との関わりとして、初の試みである寺社
や墓地の石材の調査、および縄文･弥生時代の遺跡から出土し
た石器や土器の素材の解析――を実施しました。
　その結果▼新川層の軽石質凝灰岩は、当時の海底火山の位

置を推定する上で重要であること▼礫層の礫種は多様であり、起源の解析が可能であること▼第四
紀層中には全国の火山の火山灰が含まれ、県内初の年代スケールの作成が可能であること▼石材や
石器は、岩石の種類や産地、時代的変遷の解明が可能であること▼土器の陶土は、複数存在したこ
と――など、多くの重要な情報を得ることができました。

　  全国の火山灰を含む、中丸の露頭



● 3 広報とうかい  2015年3月25日号

自身のため、そして周辺住民の方々のために…

知っておきたい農作業の心得

　村面積の約30パーセントを占める水田や畑。農地は、食料の生産や景観の保全、降雨時に雨水をた
めたり浸透させたりすることによる災害の防止（緩和）など、重要な役割を果たす一方、農薬や土ぼこ
りの問題等、生活環境に影響を及ぼすことがあります。本格的な農作業が始まるこの季節、次のこと
に留意して農作業を行ってください。

１ 農薬は適正に使うべし

●農薬は、国の厳しい基準下で製造され、適切に使用すれば安全性に問題はないとされています。農薬の
種類ごとに対象作物、希釈倍率、散布量が異なりますので、説明書に従って適切に使用してください。

●一般家庭で除草剤等の農薬を使用する場合、庭等で非農耕地用の薬剤を使うことが多くありますが、
使用する場所によっては、作物に影響を与える恐れがありますので、農地やその周辺では、非農耕地
用の薬剤を絶対に使わないでください。これらの薬剤はホームセンターなどで入手できますが、農耕
地用と紛らわしい場合もありますので、表示またはお店の方などに確認してください。また、使用す
る際には、説明書に従って適切な濃度、散布量での使用を遵守してください。不適切に使用すると周
囲の方に迷惑が掛かるばかりでなく、健康を害する恐れもあります。

２ 農作業の安全確保に努めるべし

●農作業をする際は、自身の安全を守るために、使用前の機械の点検や整備とともに、適切な服装や
休息等を心掛けましょう。

●一般家庭でも、雑草の刈払い機等を扱う際には、自身で危険防止に努めるとともに、周囲の方へ危
害が及ばないように注意してください。

３ 農業用資材は適切に処分すべし

●不要となった農業用資材（マルチシート･ビニールハウスの被覆材等）は、一般のごみではなく産業廃
棄物となりますので、処理に際しては、専門の業者等に委託して適切に行うこととなっています。村
では公益社団法人茨城県農林振興公社と連携して、収集･処理業務を行っています。夏と秋の年２回
収集しますが、事前に「広報とうかい」などでお知らせしますので、ご利用ください。

●例年春先になると、強風の影響で、村内に土ぼこりが発生しています。農家では、次の作付けの準
備のために農地に作付けをしない時期がありますが、周辺住民の方にとっては生活に支障が出る場合
があります。村では、土ぼこりを防止するために、大麦の種子を無料で配付する「カバークロップ栽
培奨励事業」を実施しています。このカバークロップ（被覆作物）には、二酸
化炭素の削減や緑肥としての効果もありますので、ぜひ皆さんのご協力をお
願いします。詳細は、５月ごろに「広報とうかい」などでお知らせします。

●遊休農地を管理する際に、ロータリー耕を行って除草すると、裸地となって土ぼ
こりが飛散しやすくなります。なるべく麦などのカバークロップを植え付けるようにしましょう。

農作業 始める前に読んどくべ

【問い合わせ】農業支援センター（東海ファーマーズマーケット「にじのなか」内 ☎287-7867）

大麦植えて、土ぼ
こりが飛ばない
ようにすっぺ。

４ 土ぼこり等の発生防止に努めるべし
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今年度、10回全てのウオーキングに参加して皆勤賞の表彰を受けた皆さん

●ウオーキングで、“すこやかチャレンジャー”を目指しましょう
３月４日、総合福祉センター「絆」周辺をコースとした約５キロメート
ルの道のりを歩く「みんなですこやかウォーキング」が行われました。こ
れは、誰でも気軽に取り組めるウオーキングを通して、歩く習慣のきっ
かけづくりをしようと今年度は全10回が開催され、延べ512人が参加
しました。最終回のこの日、ゲストとして参加した山田村長は「ウオー
キングは楽しくて健康に良いもの。より多くの方に歩く習慣を広めて
ほしい」と話し、１人ひとりが健康づくりに取り組むことの大切さを伝
えました。終了後には、皆勤賞の方々等へ表彰状が手渡され、“すこ
やかチャレンジャー”としての認定を受けました。気軽にできるウオー
キングであなたも“すこやかチャレンジャー”を目指してみませんか。 参加者と楽しく歩く山田村長

●環境調べ隊と村立図書館とのコラボレーション！ 調べる学習コンクールで受賞
２月28日、第18回「図書館を使った調べる学習コンクール」（調べる学習指導･支援
部門）において、優秀賞･日本図書館協会賞を受賞した林京子さん（東海村の環境
調べ隊代表）と照沼泉さん（村立図書館館長）が、３月４日、教育長を訪れました。
これは、より多くの方に図書館本来の“調べる”機能を活用してもらい、“知る喜び”
を広めていこうと実施されているもので、お二人は今回、2012年から毎年協働
で実施している事業「虫好き集まれ！ 虫博士がやって来る！」について、その経緯
や思いなどをまとめ、応募総数約５万7000件の中から選ばれました。図書館が
場所を提供し、団体がコンテンツを提供する――「こうした図書館でのイベント
を通して、子どもたちの好奇心を刺激し、それを育てていけるような“生涯学習
施設”としての図書館を目指していきたい」と、その熱い思いを話してくれました。 

【写真左から】川﨑教育長、林さん、
照沼館長

●健康づくりの推進に尽力した、食生活改善推進員２人が受賞
２月16日、茨城県庁で行われた平成26年度「茨城県民健康づく
り表彰式」において、本多真知子さん（村松）が県民健康づくり
功労者表彰保健福祉部長賞を、川﨑良子さん（村松）が茨城県
食生活改善推進団体連絡協議会長賞を受賞し、２月23日、村
長へ報告に訪れました。これは、長年にわたり、村の食生活
改善推進員として、地域の食生活改善活動に積極的に取り組
んできたことが評価されたものです。お二人は、活動を通し
て「自分や家族、地域の方々の健康づくりのために、役立つ情
報を届けられてうれしい」「さまざまな方との出会いがあり、
楽しく活動できています」と、喜びの声を聞かせてくれました。 

【写真左から】山田村長、川﨑さん、本多さん、大
貫美枝子さん（東海村食生活改善推進員連絡協議
会会長）
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●災害時の廃棄物の収集･運搬に関する協定を締結
村では、災害時に一般世帯･避難所から発生するごみ
やし尿などの円滑な収集･運搬を行うため、３月４日、
東海村環境整備事業協会（会長･川﨑敏秀さん）と「災害
時における廃棄物の収集運搬に関する協定」を締結し
ました。村ではこれまで、震災の経験を踏まえ、住民
の安全･安心のために、食料等の提供に関する協定を
結んできましたが、そのほかの分野では初の協定締
結。「協会の使命として、村と一体となって活動して
いきたい」と話す川﨑さんに対し、山田村長は、「村
としても大変心強い」と、感謝の言葉を述べました。 

関連事業者の皆さんと共に【写真前列左から４番目から】山
田村長、川﨑さん、設樂副村長

●何が起こるのかワクワク、ドキドキ！ サイエンスショー

ビニール袋いっぱいに空気を入れて、液
体窒素につけると…。

２月26日、村内両中学校で「サイエンスショー」が行われました。こ
れは、さまざまな実験を通して、科学の面白さを再発見してもらおう
と、中学１年生を対象に行われているもので、今年で２回目。－196℃
の液体窒素を使った実験や、全員が手をつないで電気を送る実験
等、生徒たちは、物質の変化や科学的な現象を間近で見るだけで
なく、肌で感じながら楽しく学ぶことができたようです。また、水素
と酸素を混合する実験では、大きな音とともにペットボトルロケット
が打ち上がり、目を丸くしていた生徒たち――今回の体験型実験
教室を通して、科学への興味を深めるだけでなく、水素等を使っ
た未来のエネルギーについても考える良い機会となったようです。 

静電気をためて、指を近づけると…。「う
わっ！！」と思わず飛び上がる生徒たち。

水素と酸素を混合すると何が起きるのかな？ 
透明なチューブの中を見てみると…

３月４日、役場において、「太陽光発電事業協定締結式」が
行われました。これは、公共施設の屋根貸し･土地貸しによ
る太陽光発電事業の第３弾として、東海中学校屋内運動場

（49.5ｋW）を活用するというもの。事業者として決定した東
海村メガソーラー株式会社（代表取締役･照沼毅さん）が、今
後20年間にわたり取り組んでいく予定です。村では、第３次
とうかいエコオフィスプランの中で、公共施設の使用電力量
の20パーセント以上を太陽光発電で賄うことを目標として
おり、現在は約13パーセントを達成しています。山田村長は、
今後も積極的な導入を進めていきたい考えを示しました。 

●東海中学校屋内運動場の屋根で太陽光発電

関連事業者の皆さんと共に【写真前列左から】鈴木村議
会議長、照沼政直さん（東海村商工会会長）、山田村長、
照沼さん、設樂副村長【後列左から５番目】川﨑教育長

みんなで手をつないで電気を送る実
験。「行くよー！」

※写真は全て東海中学校のものです。
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「とうかい環境村民会議」だより Vol.10

環境活動を通じて、持続可能な社会の実現を目指す“エコレンジャー”――それが私たち
「とうかい環境村民会議」です！ 私たちの活動をシリーズで紹介していきます。

【問い合わせ】環境政策課環境計画推進担当（☎282-1711 内線1454）

エコのことなら僕にお任せ！

「小学生環境学習発表会」を開催しました！

●第１部　石神小学校による環境学習発表

　前半のスライド発表「環境のためにわたしたちができること」では、
水と洗剤を使った実験で、汚れた水が生き物へ及ぼす影響を学ぶなど、
さまざまな体験を通して学習している様子がよく分かりました。また、
風呂敷をエコバッグとして利用する方法を紹介すると、川﨑教育長か
ら「新しい発見になった」との感想をいただきました。
　後半の劇「エコ泥棒」は、主人公がエコな心をエコ泥棒に売ってし
まったことをきっかけに、「自分くらいいいや」という気持ちが間違っ
ていたことに気付いていきます。そして、実はエコ泥棒はエコを啓発
する「エコアシスタント」の仮の姿だったという、とてもわくわくする
ストーリーでした。エコ泥棒がラップ調で登場する場面や、一人ひと
りが役になりきって演じる姿に、会場では歓声と拍手が何度も沸き上
がりました。高い団結力で演技をする小学生には、らんま先生からも

「全国で３本の指に入る」と、賞賛の言葉が贈られました。

　今回は、小学生による素晴らしい発表と、環境やエコについて楽しく科学的に学ぶことができる講演
を、大勢の方にご覧いただくことができました。とうかい環境村民会議では、これからも村民の皆さん
と一緒に、楽しみながら環境について考える機会をつくっていきます。

　２月14日、「とうかい環境フェスタ」から独立した新たな形で、「小学生環境学習発表会」を開催しま
した。この発表会では、毎年村内６つの小学校が順番に環境学習活動の発表をしており、今年度は石神
小学校５年生による元気一杯の発表と、ｅｃｏ実験パフォーマーらんま先生による講演を実施しました。

●第２部　「らんま先生のｅｃｏ実験パフォーマンス･ジャグリング

チャンピオンＳＥＯＰＰＩとのコラボ」

　らんま先生の実験パフォーマンスでは、色の付いたうがい薬を入れ
た水が一瞬で無色透明になったり、網の目の上の水がなぜかこぼれて
こなかったりと、あっと驚くようなパフォーマンスの数々が繰り広げ
られました。
　ＳＥＯＰＰＩ（セオッピ）さんによるスポーツスタッキング(複数の
プラスチック製カップを重ねたり崩したりする競技)では、たくさん
のカップが瞬く間に積み上がったり、重なったり…。目隠しをしても
変わらない正確な演技に圧倒され、ハラハラ･ドキドキの連続でした。
　講演会に参加した小学生もｅｃｏ実験の手伝いをしながら、間近で
繰り広げられる不思議な現象の連続に、目も心もくぎ付けになった様
子でした。楽しみながらエコを実体験できる機会となったのではない
でしょうか。 セオッピが見せる世界チャンピオンの技

地球儀の上で遠心力の実験をするらんま先生

「エコ泥棒」での熱演の様子①

「エコ泥棒」での熱演の様子②

環境フォーラム実行委員会
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お知らせ ･ピック
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電話番号 ☎ 282-1711（代表）
ししし んんんーーーめめめ

●４月の休日診療●

受付時間 午前９時 30 分から午後２時まで
※正午～午後１時を除きます。

期日 医療機関名 電話番号

５日（日）武藤小児クリニック 282-7722
12日（日）茨城東病院 282-1151
19日（日）石井整形外科クリニック 270-5141
26日（日）村立東海病院 282-2188
29日（水）村立東海病院 282-2188
救急医療機関をお探しのときは ▼毎日…
24時間対応

茨城県救急医療情報コントロールセンター
（☎241-4199）
茨城子ども救急電話相談 ▼毎日…午後６時
30分～午前０時30分▼日曜日、祝日、年末･年
始（12月29日～１月３日）…午前９時～午後５時

プッシュ回線の固定電話、携帯電話から
（☎ #8000）
全ての電話から（☎ 254-9900）

問合せ ＳＣスマイルＴＯＫＡＩ事務局
（総合体育館内 ☎283-1001）

●エンジョイ・ヘルスアップ（ストレッチ体操、ヨガなど）

期日 場所
９日（木）総合福祉センター「絆」
16日（木）総合福祉センター「絆」
23日（木）総合福祉センター「絆」
30日（木）総合福祉センター「絆」
時間 午前９時30分～ 11時
対象 村内在住で40歳以上65歳未満の方
※初めて参加する方は、事前に申し込みください。

●４月の健康体操参加者募集●

●２月の村内交通事故発生状況●

発生件数 死者数 負傷者数

件数 16 ０ 19
累計

（１月から） 34 ０ 43

前年比 －４ ０ ー 12

●４月の住まいに関する相談●

場　所 都市政策課（役場行政棟２階）
問合せ 都市政策課（内線1247、1248）

相談日 時間 相談内容

16日（木）10:00 ～ 16:00 新築、増築、改築、耐
震診断、リフォーム等

●防災行政無線放送を電話で聞くには●

無料テレホンサービス（☎ 0120-42-4848）

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
器
の

購
入
費
用
を
補
助
し
ま
す

対
象
▼
村
内
に
住
所
を
有
す
る
世
帯

補
助
金
額
▼
購
入
価
格
の
２
分
の
１ 

※
電

動
生
ご
み
処
理
機
器
は
１
世
帯
１
台（
上

限
３
万
円
）ま
で
、
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器（
電

動
以
外
の
生
ご
み
処
理
機
器
）は
１
世
帯

２
台
ま
で（
上
限
４
０
０
０
円
／
台
）で
す
。

・

４
月
１
日（
水
）以
降（
土･

日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分

暮
ら
し

浄
化
槽
の
設
置
費
用
を

補
助
し
ま
す

対
象
▼
▽
公
共
下
水
道
事
業
計
画
区
域
に

指
定
さ
れ
て
い
な
い
村
内
の
土
地
に
合

併
浄
化
槽
を
設
置
す
る
▽
専
用
住
宅

（
店
舗
併
用
の
場
合
は
居
宅
部
分
の
床

面
積
が
２
分
の
１
以
上
）▽
平
成
28
年

３
月
24
日（
木
）ま
で
に
村
の
完
了
検
査

が
受
け
ら
れ
る
―
―
を
満
た
す
方

補
助
金
額
▼
▽
５
人
槽（
床
面
積
１
４
０
平

方
メ
ー
ト
ル
以
下
）…
33
万
２
０
０
０
円 

▽
７
人
槽
…
41
万
４
０
０
０
円 

▽
10

人
槽（
浴
室･

台
所
が
そ
れ
ぞ
れ
別
の
二

世
帯
住
宅
）…
54
万
８
０
０
０
円 

※
単

独
処
理
浄
化
槽
の
撤
去
を
伴
う
場
合
は

９
万
円
を
限
度
に
加
算
し
ま
す
。

申
請
書
の
配
布
▼
浄
化
槽
設
置
前
に
、
設

置
す
る
浄
化
槽
の
名
義
人
ま
た
は
そ
の

家
族
が
下
水
道
課（
役
場
議
会
棟
１
階
）

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
※
設
置
す
る
場

所
と
浄
化
槽
の
大
き
さ
を
確
認
し
ま
す
。

・

４
月
１
日（
水
）か
ら
12
月
25
日

（
金
）ま
で（
土･

日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

に
、
下
水
道
課
管
理･

業
務
担
当（
☎
287

局
０
８
４
２
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
終
了
）。

犬
と
猫
の
避
妊･

去
勢
手
術
費
用

を
補
助
し
ま
す

対
象
▼
村
内
在
住
の
方
が
飼
育
す
る
犬（
畜

犬
登
録･

狂
犬
病
予
防
注
射
済
み
）･

猫

補
助
金
額
▼
避
妊
手
術
…
４
０
０
０
円
／

頭･

匹 

去
勢
手
術
…
３
０
０
０
円
／
頭･

匹

・

４
月
１
日（
水
）以
降（
土･

日
曜

日
、
祝
日
を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
に
、
印
鑑
を
お
持
ち

の
上
、環
境
政
策
課
環
境
保
全
担
当（
役

場
行
政
棟
４
階 

内
線
１
４
５
５
）へ
申

し
込
み
く
だ
さ
い（
予
算
額
に
達
し
た

時
点
で
終
了
）。
※
手
術
の
予
約
は
、

村
か
ら
郵
送
す
る
交
付
決
定
通
知
書
を

確
認
後
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

阿
漕
ケ
浦
公
園
の
約
２
０
０
本
の
桜
を

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
幻
想
的
な
桜
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期
間
▼
４
月
１
日（
水
）
～
19
日（
日
） 

※
開

花
状
況
に
よ
り
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
時
間
▼
日
没
～
午
後
９
時

東
海
村
観
光
協
会
事
務
局（
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
内 

内
線
１
３
４
４
）

第
26
回「
東
海
さ
く
ら
ま
つ
り
」

～
午
後
５
時
15
分
に
、
環
境
政
策
課
環

境
保
全
担
当（
役
場
行
政
棟
４
階 

内
線

１
４
５
１
）へ
申
し
込
み
の
上
、
整
理

券
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い（
予
算

額
に
達
し
た
時
点
で
終
了
）。
※
購
入

の
際
は
、村
の
指
定
販
売
店
へ
整
理
券
、

購
入
費
用
、印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
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●４月の健康相談●

場　所 保健センター（総合福祉センター「絆」内）
問合せ 保健センター（☎282-2797）

●健康相談 期日･受付時間

母子健康相談
　（乳幼児身体測定、育児相談）

24日（金）
９:30 ～ 11:00
13:00 ～14:00

元気アップ健康相談
　（健康に関する相談）

※希望日時をご連絡
ください。

●乳幼児健診 期日･受付時間 対象児

乳児 ８日（水）
13:00 ～ 13:45

平成26年11月
生まれの子

１歳６か月児 ９日（木）
13:00 ～ 13:45

平成25年９月
生まれの子

３歳児 15日（水）
13:00 ～ 13:45

平成24年２月
生まれの子

２歳半歯科 23日（木）
13:00 ～ 13:45

平成24年９月
生まれの子

●乳幼児教室 期日･受付時間 対象児

赤ちゃん教室 22日（水）
13:00 ～ 13:20

平成27年１月
生まれの子

●４月の心配ごと相談･人権相談･行政相談等●

場　所 心配ごと相談所（総合福祉センター「絆」内）
問合せ 東海村社会福祉協議会（☎282-2804）

相談日 時間 相談種別

３日（金）10:00 ～ 14:00 心配ごと相談･人権相談
･行政相談

10日（金）
10:00 ～ 14:00 心配ごと相談･人権相談

13:00 ～ 15:00 行政書士による相談
（事前予約）

17日（金）10:00 ～ 14:00 心配ごと相談･人権相談
･行政相談

24日（金）10:00 ～ 14:00 心配ごと相談･人権相談
･行政相談

毎週
水曜日

13:30 ～ 15:00
（祝日を除く） 心配ごと電話相談

（☎282-0917）毎週
金曜日

10:00 ～ 14:00
（祝日を除く）

場　所 村民相談室（役場行政棟２階）
問合せ 村民相談室（内線1275）

●女性生活相談（☎287-0863）

期　日 毎週月･水･木曜日（祝日を除く）
時　間 午前９時～正午、午後１時～４時

●消費生活相談（☎287-0858）

期　日 毎週月～金曜日（祝日を除く）

時　間
午前９時～正午、午後１時～４時
※月･水･金曜日は午後５時までとなり

ます。
●ニート相談（☎287-0862）

期　日 ３月27日（金）、３月30日（月）
時　間 午前９時～正午、午後１時～５時

※ニート相談は３月末をもって終了します。

●女性生活相談･消費生活相談･ニート相談●

土
地･

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧
を
行
い
ま
す

健
康･

医
療

期
間
▼
４
月
１
日（
水
）
～
30
日（
木
） 

※
土

･

日
曜
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。

時
間
▼
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
４
月
２
日（
木
）･

16
日（
木
）は
午
後
７

時
ま
で
）

場
所
▼
税
務
課（
役
場
行
政
棟
１
階
）

対
象
▼
①
固
定
資
産
税
の
納
税
者 

②
委

任
状
等
を
持
参
し
た
代
理
人 

※「
土
地

価
格
等
縦
覧
帳
簿
」の
縦
覧
は
、
村
内

の
土
地
の
固
定
資
産
税
納
税
者
、「
家

屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」の
縦
覧
は
、
村

内
の
家
屋
の
固
定
資
産
税
納
税
者
に
限

り
ま
す
。

手
数
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
自

動
車
運
転
免
許
証
等
）※
代
理
の
方
は

委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す（
法
人
の

場
合
は
法
人
代
表
者
印
を
押
印
）。

税
務
課
資
産
税
担
当（
内
線
１
１
１
１
）

成
人
歯
科
検
診

　

生
活
習
慣
病
の
一
つ
で

あ
る
歯
周
病
を
予
防
す
る

た
め
に
、
成
人
歯
科
健
康
診

査
等（
節
目
検
診
）を
実
施

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

受
診
し
て
歯
の
健
康
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

期
間
▼
４
月
１
日（
水
）
～
平
成
28
年
３
月

31
日（
木
）ま
で

場
所
▼
村
指
定
の
歯
科
医
院

対
象
▼
村
内
在
住
で
30
歳･

40
歳･

50
歳

･

60
歳･

70
歳
の
方（
平
成
28
年
３
月
31

日
現
在
）と
、
妊
婦
の
方

費
用
▼
無
料

そ
の
他
▼
対
象
者
に
は
３
月
中
に
受
診
票

を
郵
送
し
ま
す
。
妊
婦
の
方
に
は
、
母

子
健
康
手
帳
交
付
時
に
発
券
し
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）

期
日
▼
６
月
６
日（
土
）

場
所
▼
茨
城
工
業
高
等
専
門
学
校（
ひ
た

ち
な
か
市
中
根
８
６
６
）

・

電
子
申
請
は
４
月
６
日（
月
）
～

24
日（
金
）に
、
書
面
申
請
は
４
月
９
日

（
木
）
～
27
日（
月
）（
消
印
有
効
）に
、
一

般
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

茨
城
県
支
部（
〒
３
１
０
‐
０
８
５
２ 

水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
‐
２
５ 

☎
301
局

１
１
５
０ 

http://w
w

w
.shoubo-

shiken.or.jp

）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
試
験
案
内
等
は
、
東
海
消
防
署
、
ひ

た
ち
な
か･

東
海
広
域
事
務
組
合
の
各
消

防
署
と
消
防
本
部
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

危
険
物
取
扱
者
試
験（
甲
種
、
乙

種（
第
１
～
６
類
）、
丙
種
）

「
み
ん
な
で
す
こ
や
か

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

期
日
▼
４
月
１
日（
水
）※
雨
天
時
は
中
止

と
な
り
ま
す
。

時
間
▼
午
前
10
時
～（
午
前
９
時
30
分
受

け
付
け
開
始
）

集
合
場
所
▼
白
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
村
内
在
住
の
方

内
容
▼
１
時
間
程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

（「
い
ば
ら
き
ヘ
ル
ス
ロ
ー
ド
」白
方
桜

薫
る
田
園
の
コ
ー
ス
）

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
飲
み
物
や
タ
オ
ル
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）
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対
象
▼
▽
東
海
村
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
、
平
成
26
年
度
ま
で
の
国
民
健
康
保

険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯
に
属
し
て

い
る
20
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方 

▽
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
、
平
成

26
年
度
ま
で
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
を
完
納
し
て
い
る
方

補
助
回
数
▼
年
度
内
１
回（
一
般
ド
ッ
ク

と
脳
ド
ッ
ク
の
併
用
は
不
可
）

対
象
医
療
機
関
等
▼

一
般
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク

の
受
診
費
用
を
補
助
し
ま
す

福
祉

　

村
で
は
、「
東
海
村
高

齢
者
福
祉･

介
護
保
険
事

業
計
画
」を
策
定･

推
進
す

る
た
め
の
委
員
を
募
集
し

ま
す
。
委
員
会
で
は
、
計
画
の
実
施
状
況

や
今
後
の
推
進
方
法
等
に
つ
い
て
の
話
し

合
い
を
行
い
ま
す
。

対
象
等
▼
村
内
在
住
で
▽
20
歳
以
上
▽
平

日
の
夜
間
の
会
議
に
参
加
で
き
る（
年

６
回
程
度
）▽
高
齢
者
福
祉
施
策
に
対

し
て
関
心
や
意
欲
が
あ
る
―
―
を
満
た

募 集

東
海
村
高
齢
者
福
祉
計
画

推
進
委
員
会
委
員
を
募
集

各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
助
成
券
を

４
月
１
日（
水
）か
ら
発
行
し
ま
す

　

村
で
は
、
次
の
助
成
券
を
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
ま
で（
祝
日
を
除
く
）の
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
に
、
介
護
福
祉
課

（
役
場
行
政
棟
１
階
）ま
た
は
、
な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
で
発
行
し
ま
す
。

【
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
利
用
料（
即
日
発
行
）】

対
象
▼
①
要
介
護
３
以
上
②
身
体
障
害
者

手
帳
１
級･

２
級
③
65
歳
以
上
の
虚
弱

な
方
で
理
美
容
所
を
利
用
す
る
こ
と
が

困
難
―
―
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

【
通
院
時
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金（
即
日
発
行
）】

対
象
等
▼
①
要
介
護
１
以
上
で
65
歳
以
上

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
３
級
③
療
育

手
帳
Ⓐ･
Ａ
④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
１
級･
２
級
⑤
難
病
の
認
定
を
受

け
て
い
る
―
―
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

家
族
介
護
用
品
購
入
費
助
成
の

対
象
者
等
が
拡
充
し
ま
す

　

平
成
27
年
度
か
ら
家
族
介
護
用
品
購
入

費
助
成
の
対
象
者
が
拡
充
し
ま
す
。ま
た
、

対
象
品
目
に
介
護
シ
ー
ツ･

と
ろ
み
剤
が
、

助
成
を
受
け
る
方
の
対
象
施
設
に
病
院
が

追
加
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

対
象
等
▼
①
要
介
護
１･

２
で
認
知
症
ま

た
は
外
出
時
に
介
助
を
必
要
と
す
る

②
要
介
護
３
以
上
③
身
体
障
害
者
手

帳
ま
た
は
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
３

歳
以
上
で
重
度
の
障
が
い
が
あ
る
―
―

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
を
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
方 

※
①
②
の
方
は

介
護
福
祉
課
、
③
の
方
は
、
な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
で
発
行
し
ま
す
。

事
前
に
そ
れ
ぞ
れ
の
発
行
場
所
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
助
成
券
は
、
助
成
決

定
後
に
発
行
し
ま
す
。

介
護
福
祉
課
高
齢
支
援
担
当（
内
線

１
１
６
４
）

そ
の
他
▼
①
一
般
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
方

は
、
村
の
特
定
健
康
診
査･

後
期
高
齢

者
健
康
診
査
、
各
種
が
ん
検
診（
胃
が

ん･

肺
が
ん･

大
腸
が
ん
）の
受
診
は
で

き
ま
せ
ん
。
②
補
助
対
象
外
の
検
査
費

用
等
は
各
医
療
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

・

４
月
１
日（
水
）か
ら
平
成
28
年
３

月
４
日（
金
）ま
で
に
、
保
険
証
と
朱
肉

を
使
う
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、
保
健
年

金
課
国
保
年
金
担
当（
役
場
行
政
棟
１

階 

内
線
１
１
３
１
）へ
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
※
個
人
で
医
療
機
関
へ
予
約
し

た
後
、
必
ず
受
診
す
る
前
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

る
方 

※
②
～
⑤
の
方
は
、
な
ご
み･

総

合
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
み
発
行
し
ま
す
。

【
は
り･

き
ゆ
う･

マ
ッ
サ
ー
ジ
等
施
術
費（
即
日
発
行
）】

対
象
等
▼
①
70
歳
以
上
②
身
体
障
害
者
手

帳
１
級･

２
級
―
―
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方 

※
②
の
方
は
、
な
ご
み･

総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
み
発
行
し
ま
す
。

【

・

】

　

介
護
福
祉
課
高
齢
支
援
担
当（
内
線

１
１
６
４
）

医療機関名等
一般ドック自己負担額 脳ドック

自己負担額40歳未満、
75歳以上

40歳以上
75歳未満

村立東海病院（☎282-2188） 12,000円 12,000円 未実施
日立製作所ひたちなか総合病院総
合健診センター（☎354-6795） 12,300円 12,600円 10,800円

日立製作所日立総合病院日立総合
健診センター（☎0294-23-3971） 12,300円 12,600円 10,800円

茨 城 県 メ デ ィ カ ル セ ン タ ー（☎
243-1111） 12,300円 12,300円 未実施

聖麗メモリアル病院脳ドックセン
ター（☎0294-52-8531） 未実施 未実施 8,700円

ブレインピア南太田（☎0294-70-1711） 未実施 未実施 11,300円

す
方（
２
人
程
度
）

任
期
▼
５
月
１
日
か
ら
平
成
30
年
３
月
31

日
ま
で

報
酬
▼
２
０
０
０
円
／
回

そ
の
他
▼
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
の

上
、
結
果
は
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

・

任
意
の
用
紙
に
▽
住
所
▽
氏
名

▽
電
話
番
号
▽
応
募
の
動
機（
４
０
０

字
程
度
）―
―
を
記
入
の
上
、
４
月
15

日（
水
）（
必
着
）ま
で
に
、
持
参
ま
た

は
郵
送
で
、
介
護
福
祉
課
高
齢
支
援

担
当（
〒
３
１
９
‐
１
１
９
２ 

東
海
３

‐
７
‐
１ 

内
線
１
１
６
４
） 

へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
楽
楽
茶
の
間
」に
よ
る

「
生
き
が
い
づ
く
り
支
援
事
業
」

４
月
の
日
程
等
▼
下
表
参
照

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
３
時

対
象
▼
村
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
方

内
容
▼
健
康
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

参
加
費
▼
３
０
０
円
／
回（
昼
食
代
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局

２
５
１
６
）

期　

日

場　

所

３
日（
金
）
石
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

豊
白
区
自
治
会
集
会
所

外
宿
２
区
自
治
会
集
会
所

７
日（
火
）

真
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

百
塚
区
自
治
会
集
会
所

豊
白
区
自
治
会
集
会
所

10
日（
金
）

村
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

豊
白
区
自
治
会
集
会
所

豊
岡
区
自
治
会
集
会
所

14
日（
火
）
な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

豊
白
区
自
治
会
集
会
所

内
宿
１
区
自
治
会
集
会
所

17
日（
金
）

白
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

豊
白
区
自
治
会
集
会
所

亀
下
区
自
治
会
集
会
所

中
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
午
前
の
み
）

21
日（
火
）

石
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

豊
白
区
自
治
会
集
会
所

百
塚
区
自
治
会
集
会
所

24
日（
金
）

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

豊
白
区
自
治
会
集
会
所

白
方
区
自
治
会
集
会
所

舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

中
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
午
後
の
み
）

28
日（
火
）
舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

豊
白
区
自
治
会
集
会
所

「
な
ご
み
送
迎
サ
ー
ビ
ス
」は
、

３
月
31
日（
火
）で
終
了
し
ま
す

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」、
村
立
東
海

病
院
、
な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の

３
か
所
を
巡
回
す
る「
な
ご
み
送
迎
サ
ー

ビ
ス
」の
運
行
は
、
３
月
31
日（
火
）で
終

了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

介
護
福
祉
課
障
が
い
支
援
担
当（
な
ご

み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
内 

☎
287
局

２
５
２
５
）

特
別
児
童
扶
養
手
当･

特
別
障
害

者
手
当
な
ど
額
改
定
の
お
知
ら
せ

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
額
等
に
つ
い
て
は
、

「
自
動
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
」（
物
価
の
変
動
に

応
じ
て
額
を
改

定
す
る
方
法
）を

採
用
し
て
お
り
、

改
定
額
は
政
令

で
定
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
結
果
、

平
成
27
年
４
月

以
降
の
手
当
額

を
、
２･

４
パ
ー

セ
ン
ト
引
き
上

げ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し

ま
す
。

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局

２
５
２
５
）

【改定後の月額】

区　　分 平成26年４月～
平成27年３月

平成27年
４月～

特別児童扶養手当１級 49,900円 51,100円
特別児童扶養手当２級 33,230円 34,030円

特別障害者手当 26,000円 26,620円
障害児福祉手当 14,140円 14,480円

幼
児
２
人
乗
り
自
転
車
の
購
入
費
補
助

事
業
は
、
３
月
31
日（
火
）で
終
了
し
ま
す

　

茨
城
県
道
路
交
通
法
施
行
細
則
改
正

（
平
成
21
年
７
月
）を
受
け
、
村
で
は
、
幼

児
２
人
を
同
乗
さ
せ
て
自
転
車
を
利
用
す

る
場
合
の
安
全
確
保
を
主
な
趣
旨
と
し

て
、
幼
児
２
人
乗
り
自
転
車
の
購
入
費
を

一
部
補
助
す
る
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
導
入
か
ら
５
年
が
経
過
し
、
申
請
実

績
の
低
迷
が
続
く
一
方
で
、
自
転
車
利
用

時
の
安
全
意
識
が
定
着
し
て
き
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
今
年
度
を
も
っ
て
こ
の
事
業

を
終
了
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
購
入
を
予
定
し
て
い
る
方
、
ま

た
は
購
入
し
た
方
で
申
請
が
お
済
み
で
な

母
子･

父
子
家
庭
で
、
県
営
住
宅
に

住
む
方
の
家
賃
助
成
を
終
了
し
ま
す

　

村
で
は
、
母
子･

父
子
家
庭
の
生
活
の

安
定
や
自
立
を
支
援
す
る
た
め
、
家
賃
の

一
部
を
助
成
し
て
き
ま
し
た
が
、
県
営
住

宅
入
居
者
は
、
そ
の
家
賃
の
減
免
制
度
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
母
子･

父
子
家
庭
の
家

賃
助
成
対
象
者
か
ら
除
外
す
る
取
り
扱
い

を
平
成
27
年
４
月
か
ら
運
用
し
て
い
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
現
在
、
県
営
住
宅
に
居
住
し
、
家

賃
の
助
成
を
受
け
て
い
る
方
は
、
３
月
分

ま
で
が
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

社
会
福
祉
課
子
ど
も
家
庭
担
当（
内
線

１
１
８
５
）

通
所
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
食
費
負
担
の
助

成
は
、
３
月
31
日（
火
）で
終
了
し
ま
す

　

村
で
は
、
平
成
18

年
度
か
ら
介
護
保
険

の
通
所
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
に
対
し
、
食
費
負
担
の
一
部
助
成
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
３
月
31
日（
火
）を

も
っ
て
助
成
を
終
了
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
４
月
か
ら
の
食
費
は
、
全
額
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
３
月
利
用
分
の
助
成
金
の
請
求

は
、
４
月
20
日（
月
）ま
で
に
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

・

介
護
福
祉
課
介
護
保
険
室（
内
線

１
１
６
２
）

い
方
は
、早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

・

３
月
31
日（
火
）
ま
で
に
、
社

会
福
祉
課
子
ど
も
家
庭
担
当（
内
線

１
１
８
５
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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教
養･

ス
ポ
ー
ツ

４
月
２
日
は
、
国
連
が
定
め
る

「
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
ー
」で
す

　

自
閉
症
の
方
は
、「
相
手
の
気
持
ち
や
感

情
を
理
解
す
る
」「
言
葉
を
適
切
に
使
う
」

「
新
し
い
こ
と
を
学
習
す
る
」と
い
っ
た
こ

と
が
苦
手
で
す
。
こ
の
た
め
、
誤
解
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
、
脳

の
発
達
の
仕
方
が
違
う
た
め
に
生
じ
る
も

の
で
す
。
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を

受
け
入
れ
て
生
活
し
て
い
る
の
と
同
じ
よ

う
に
、
自
閉
症
を
理
解
し
、
誰
も
が
幸
せ

に
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

一
般
社
団
法
人
日
本
自
閉
症
協
会（
☎

０
３
‐
３
５
４
５
‐
３
３
８
０
）

学
校
施
設
の

利
用
調
整
会
議
を
行
い
ま
す

　

村
内
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体（
▽
村
内
在
住

･

在
勤･

在
学
の
方
が
10
人
以
上
▽
20
歳

以
上
の
監
督
者
が
い
る
―
―
を
満
た
す
団

体
）を
対
象
に
、
村
内
の
学
校
施
設
を
開

放
し
ま
す
。
利
用
を
希
望
す
る
団
体
の
代

表
者
は
、
必
ず
利
用
調
整
会
議
に
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。

期
日
等
▼
４
月
８
日（
水
）…
小
中
学
校
体

育
館･

中
学
校
格
技
場
利
用
希
望
の
団

体 

４
月
９
日（
木
）…
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
利
用
希
望
の
団
体

時
間
▼
午
後
７
時
～

場
所
▼
総
合
体
育
館

生
涯
学
習
課
文
化･

ス
ポ
ー
ツ
振
興
担

当（
内
線
１
４
２
２
）

　

村
を“
花
い
っ
ぱ
い
”の
ま
ち
に
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
参
加
団
体
に
は
、
年
に
２
回

（
春･

秋
）、
花
苗
を
配
布

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

対
象
▼
道
路
沿
い
や
公
園
等
の
公
共
ス

ペ
ー
ス
に
あ
る
花
壇
を
管
理
し
、
そ
こ

に
花
を
植
栽
す
る
こ
と
が
で
き
る
村
内

の
５
人
以
上
の
団
体

花
苗
の
配
布
期
日
▼
春
…
６
月
６
日（
土
）

秋
…
11
月
７
日（
土
）

募 集

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」の

参
加
団
体
を
募
集
し
ま
す

「
民
話
の
集
い
」

　

村
の
民
話
紙
芝
居
や
、
茨
城
キ
リ
ス
ト

教
大
学
准
教
授･

川
本
欣
治
さ
ん
に
よ
る

語
り
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
３
月
29
日（
日
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時

場
所
▼
中
央
公
民
館

入
場
料
▼
無
料

募 集

「
乗
馬
少
年
団
」団
員
募
集

　

乗
馬
を
通
し
て
、
仲
間
と
の
共
同
作
業

に
よ
る
助
け
合
い
の
精
神
や
礼
儀
作
法
等

を
学
び
ま
せ
ん
か
。

活
動
日
▼
毎
週
土･

日
曜
日

時
間
▼
午
前
８
時
30
時
～
正
午

場
所
▼
東
海
馬
事
苑え

ん（
舟
石
川
８
４
５
‐
４
）

対
象
▼
小
学
３
年
生
～
中
学
３
年
生

会
費
▼
２
０
０
０
円
／
月

・

尾
崎
嗣
朗
さ
ん（
☎
282
局
７
０
５
６
）

期
日
▼
４
月
18
日（
土
）

時
間
▼
午
前
５
時
30
分
出
発（
午
前
５
時

20
分
ふ
れ
あ
い
の
森
公
園
駐
車
場
集
合
）

場
所
▼
高
山（
栃
木
県
日
光
市
）

対
象
等
▼
村
内
在
住･

在
勤（
同
居
家
族
を

含
む
）ま
た
は
Ｓ
Ｃ
ス
マ
イ
ル
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ

Ｉ
会
員
で
18
歳
以
上
の
方（
先
着
40
人
）

内
容
▼
戦
場
ケ
原
を
見
な
が
ら
高
山
山
頂

を
目
指
し
た
後
、
中
禅
寺
湖
畔
を
散
策

す
る
コ
ー
ス
で
す（
所
要
時
間
約
４
時

間
30
分
）。

参
加
費
▼
一
般
…
１
万
１
０
０
０
円
／
人 

会
員
…
７
０
０
０
円
／
人 

会
員
同
居

家
族
…
９
０
０
０
円
／
人

３
月
31
日（
火
）か
ら
４
月
14
日（
火
）ま

で（
月
曜
日
を
除
く
）の
午
前
９
時
～
午

後
５
時
に
、
参
加
費
を
添
え
て
、
総
合

体
育
館
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｓ
Ｃ
ス
マ
イ
ル
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ
事
務
局

（
総
合
体
育
館
内 

☎
283
局
１
０
０
１
）

Ｓ
Ｃ
ス
マ
イ
ル
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ

「
高
山
ハ
イ
キ
ン
グ
」

東
海
村
童
謡
を
唄
う
会「
ゆ
り
か
ご
」

10
周
年
記
念
演
奏
会

　

東
海
村
少
年
少
女
合
唱
団
や
フ
ラ
メ
ン

コ
舞
踊
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
４
月
29
日（
水･

祝
）

時
間
▼
午
後
２
時
開
演（
午
後
１
時
30
分

開
場
）

場
所
▼
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
▽
第
１
部
…「
幼
き
日
の
想
い
で
」 

▽
第
２
部
…「
青
春
の
想
い
で
」 

▽
第

３
部
…「
そ
し
て
今
、
世
界
を
唄
う
」

入
場
料
▼
無
料

遠
藤
照
代
さ
ん（
東
海
村
童
謡
を

唄
う
会「
ゆ
り
か
ご
」代
表 

☎
282
局

０
２
１
８
）

河
本
紀
久
雄
さ
ん（
東
海
村
民
話
再
生

の
会
会
長 

☎
０
９
０
‐
５
３
３
３
‐

３
６
４
９
）

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
▽
配
布
数
量
は
、
申
請
団
体

数
、
植
栽
面
積
等
を
考
慮
し
て
決
定
し

ま
す
。
▽
事
業
完
了
後
、
実
施
報
告
書

（
写
真
添
付
）を
提
出
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

・

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
４
月
18
日（
土
）（
必
着
）ま
で

に
、
持
参･

郵
送･

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ･

電

子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
生
涯
学

習
課
生
涯
学
習
担
当（
中
央
公
民
館
内 

〒
３
１
９
‐
１
１
１
５ 

船
場
７
６
８ 

☎
282
局
３
３
２
９ 

282
局
２
４
６
６ 

tyuuoukoum
inkan@

vill.tokai.
ibaraki.jp

）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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受
験
資
格
▼
20
歳
以
上
28
歳
未
満（
平
成

28
年
４
月
１
日
現
在
）で
、
大
学
を

卒
業
し
た
方
ま
た
は
修
士
課
程
を
修

了
し
た
方（
い
ず
れ
も
見
込
み
を
含

む
）※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

試
験
日
程
▼
１
次
試
験
…
５
月
16
日

（
土
）、
飛
行
要
員
は
５
月
17
日（
日
） 

２
次
試
験（
１
次
試
験
合
格
者
の
み
）…

６
月
16
日（
火
）か
ら
19
日（
金
）ま
で
の

指
定
す
る
１
日 

※
飛
行
要
員
の
み
３

次
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

受
付
期
間
▼
５
月
１
日（
金
）ま
で

・

自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部
水

戸
募
集
案
内
所（
☎
226
局
９
２
９
４ 

http://w
w

w
.m

od.go.jp/pco/
ibaraki/ 

hq1-ibaraki@
pco.

m
od.go.jp

）、
東
海
村
総
務
課（
内
線

１
３
１
３
）

募 集

自
衛
官（
一
般
幹
部
候
補
生
）

を
募
集
し
ま
す

　

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構
で
は
、

発
展
途
上
国
で
活
動
す
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア（
青
年
海
外
協
力
隊･

日
系
社
会

青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア･

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
）を
募
集
し
ま
す
。ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
は
、
技
術
系･

医
療
系･

教
育
系･

農

業
系･

ス
ポ
ー
ツ
系
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
職

種
が
あ
り
ま
す
。
制
度
や
内
容
に
つ
い
て

募 集

平
成
27
年
度 

春

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

の
説
明
会（
無
料･

入
退
場
自
由
）を
行
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

説
明
会
日
時
▼
４
月
12
日（
日
） 

午
後
２

時
～
４
時

場
所
▼
イ
オ
ン
モ
ー
ル
水
戸
内
原（
水
戸

市
内
原
２
丁
目
１
番
地
）

・

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊
事

務
局
募
集
課（
☎
０
３
‐
５
２
２
６

‐
９
８
１
３ 

w
w

w
.jica.go.jp/

volunteer/

）

と
な
り
の
ま
ち
か
ら

日
立
市
●
日
立
さ
く
ら
ま
つ
り

期
間
中
、
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
う

ほ
か
、
平
和
通
り
が
歩
行
者
天
国
と
な

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

期
間
▼
４
月
１
日（
水
）
～
19
日（
日
）

場
所
▼
平
和
通
り
、
か
み
ね
公
園
、
十
王

パ
ノ
ラ
マ
公
園

日
立
さ
く
ら
ま
つ
り
実
行
委
員
会（
日

立
市
観
光
物
産
課
内 

☎
０
２
９
４
‐

２
２
‐
３
１
１
１
）

そ
の
他

Ｊ
‐
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
事
故

後
の
取
り
組
み
に
関
す
る
住
民
説
明
会

　

Ｊ
‐
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
25

年
５
月
23
日
に
発
生
し
た
Ｊ
‐
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
ハ

ド
ロ
ン
実
験
施
設
に
お
け
る
放
射
性
物
質

漏
え
い
事
故
に
関
す
る
そ
の
後
の
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
宿
区･

照
沼
区･

川
根
区
住
民
対
象
】

期
日
▼
４
月
３
日（
金
）

時
間
▼
午
後
６
時
30
分
～

場
所
▼
ア
ト
ム･

ワ
ー
ル
ド（
村
松
４
‐
３
３
）

【
真
崎
区･

白
方
区
住
民
対
象
】

期
日
▼
４
月
４
日（
土
）

時
間
▼
午
後
６
時
30
分
～

場
所
▼
真
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
全
村
民
対
象
】

期
日
▼
４
月
５
日（
日
）

時
間
▼
午
後
３
時
～

場
所
▼
リ
コ
ッ
テ
ィ

【
そ
の
他
】

　

▽
各
日
と
も
全
村
民
が
出
席
で
き
ま
す
。

▽
取
り
組
み
状
況
に
関
す
る
資
料
は
、
村

内
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
リ
コ
ッ

テ
ィ
、
村
立
図
書
館
に
配
置
し
て
あ
る
ほ

か
、Ｊ
‐
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

j-parc.jp/

）で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

【

】

　

Ｊ
‐
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｃ
セ
ン
タ
ー
広
報
セ
ク

シ
ョ
ン（
☎
284
局
３
５
８
７
）

受
験
資
格
▼
警
察
官
Ａ
…
昭
和
61
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
学
校
教
育
法
に

よ
る
大
学（
短
期
大
学
を
除
く
）を
卒
業

し
た
方
、
も
し
く
は
平

成
28
年
３
月
31
日
ま

で
に
卒
業
見
込
み
の
方

ま
た
は
人
事
委
員
会
が

同
等
と
認
め
る
方 

警

察
官
Ｂ
…
平
成
27
年
10

月
１
日
か
ら
勤
務
可
能

で
、
昭
和
60
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
９
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、

警
察
官
Ａ
の
受
験
資
格

に
該
当
し
な
い
方 

※
警

察
官
Ａ･
Ｂ
と
も
に
、
下

表
の
身
体
基
準
を
満
た

す
場
合
に
限
り
ま
す
。

募
集
人
員
▼
男
性
警
察
官
Ａ
…
98
人
程
度

女
性
警
察
官
Ａ
…
20
人
程
度 

男
性
警

男
性

身長160cm以上、
体重47kg以上

両眼とも裸眼視力0.6以上
または矯正視力1.0以上、
職務遂行に支障がない色
覚と身体的状態であること

女
性

身長150cm以上、
体重43kg以上

茨
城
県
警
察
官
を

募
集
し
ま
す

募 集

察
官
Ｂ
…
20
人
程
度 

女
性
警
察
官
Ｂ

…
５
人
程
度

１
次
試
験
▼
５
月
10
日（
日
）

・

４
月
14
日（
火
）（
消
印
有
効
）ま

で
に
、
茨
城
県
警
察
本
部
警
務
課

（
〒
３
１
０
‐
８
５
５
０ 

水
戸
市
笠

原
町
９
７
８
‐
６ 

☎
０
１
２
０
‐

３
１
４
０
５
８
）ま
た
は
ひ
た
ち
な
か

西
警
察
署（
☎
272
局
０
１
１
０
）を
は
じ

め
と
す
る
県
内
の
警
察
署
へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

申
し
込
む
場
合
は
、
茨
城
県
警
察
本
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.pref.
ibaraki.jp/kenkei/

）
を
ご
覧
の
上
、

４
月
13
日（
月
）の
午
後
５
時
ま
で
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
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真崎、村松北、白方、宿、岡、原子力機構（箕輪･百塚･荒谷台）、真砂寮、権現山寮、南台、緑ケ丘、押延、
須和間、川根、照沼、豊岡、亀下、フローレスタ須和間 （毎週） 月･木曜日
舟石川１、舟石川２、舟石川３、舟石川中丸、百塚、豊白、原子力機構（長堀）、長堀寮、外宿１、外宿２、船場、
竹瓦、内宿１、内宿２ （毎週） 火･金曜日

４月の資源物･ごみ収集日割表 問い合わせ　ごみゼロ推進室（☎282-7289）

真崎、村松北、権現山寮、真砂寮、原子力機構（荒谷台） ３日・17日
原子力機構（長堀）、長堀寮、舟石川３、外宿１、外宿２、
竹瓦 ２日・16日

緑ケ丘、南台、豊岡、亀下 ７日・21日
百塚、豊白、内宿１、内宿２ ６日・20日
白方、岡、原子力機構（百塚） 10日・24日
舟石川１、船場 ９日・23日
宿、川根、照沼、押延、須和間、フローレスタ須和間、
原子力機構（箕輪） 14日・28日

舟石川２、舟石川中丸 13日・27日

燃えないごみ･粗大ごみ
真崎、村松北、舟石川中丸、
外宿２

１日・８日
15日・22日

船場、照沼 １日・15日
原子力機構（長堀･荒谷台･
箕輪）、須和間、フローレス
タ須和間

２日・９日
16日・23日

緑ケ丘 ２日・16日
白方 ９日・23日

舟石川１、原子力機構（百塚） ３日・10日
17日・24日

宿、押延、岡 ３日・17日

外宿１ 10日・24日

内宿１、亀下 ６日・13日
20日・27日

百塚、内宿２、豊岡、舟石川３ ６日・20日
竹瓦 13日・27日

舟石川２ ７日・14日
21日・28日

南台、川根 ７日・21日
豊白 14日・28日
※各回収日の午前７時から８時30分まで

に出してください。

資 源 物

燃えるごみ ※祝日の収集も行います。

　

春
は
、
環
境
の
変

化
や
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ

ン
ス
な
ど
生
体
リ
ズ

ム
の
乱
れ
か
ら
、
睡

眠
の
質
が
変
わ
り
や

す
い
時
期
で
す
。
今

回
は
睡
眠
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

●
睡
眠
は
８
時
間
必
要
な
の
？

　

大
人
の
睡
眠
時
間
は
８
時
間
が
基
準

と
思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、 

厚
生
労
働
省

に
よ
る
と
、
15
歳
前
後
で
約
８
時
間
、

25
歳
で
は
約
７
時
間
、
65
歳
に
な
る
と

約
６
時
間
と
、
加
齢
に
伴
っ
て
睡
眠
時

間
は
短
く
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
年
齢
や
体
質
、

生
活
ス
タ
イ
ル
に
よ
っ
て
、

個
人
差
が
あ
る
の
で
、
必
ず

８
時
間
と
れ
ば
良
い
と
い
う

も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

●
時
間
よ
り
も
質
が
大
切
！

　

自
分
に
合
う
睡
眠
時
間
を

知
る
目
安
と
し
て
▽
朝
、
目

が
覚
め
た
時
に
ぐ
っ
す
り

眠
っ
た
感
が
あ
り
、
眠
気
や

だ
る
さ
が
な
い
▽
昼
食
後
を

除
き
、
強
い
眠
気
を
感
じ
な

い
▽
眠
気
が
な
く
、
仕
事
な

ど
に
支
障
が
な
い
ま
ま
快
適

に
過
ご
せ
る
―
―
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら
が
満
た
さ
れ
て
い

れ
ば
、
十
分
な
睡
眠
が
と
れ
て
い
る
と

い
え
ま
す
。
平
均
的
な
睡
眠
時
間
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
自
分
に
合
っ
た
睡
眠
時

間
を
見
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
生
活
習
慣
を
し
っ
か
り
整
え
て
…

　

睡
眠
は
、
体
内
時
計
の
リ
ズ
ム
に
左

右
さ
れ
ま
す
。
普
段
か
ら
決
ま
っ
た
時

間
に
起
き
る
習
慣
を
持
ち
、
朝
に
し
っ

か
り
と
太
陽
光
を
浴
び
る
こ
と
で
、
体

内
時
計
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
、
安
眠
に
つ

な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
普
段
か
ら
30
分

以
上
、
適
度
に
運

動
す
る
こ
と
が
睡

眠
と
覚
醒
の
メ
リ

ハ
リ
に
つ
な
が
り

ま
す
。
寝
る
前
に

入
浴
や
ス
ト
レ
ッ

チ
を
し
た
り
、
本

を
読
ん
だ
り
す
る

こ
と
で
、
リ
ラ
ッ

ク
ス
効
果
が
高
ま

り
、
眠
り
に
つ
き

や
す
く
な
り
ま
す
。

逆
に
、
就
寝
前
に

カ
フ
ェ
イ
ン
を
含

む
コ
ー
ヒ
ー
や
緑

茶
な
ど
を
飲
む
こ

と
や
、
夜
食･
寝
酒

を
す
る
こ
と
は
、

良
眠
を
妨
げ
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、昼
は
心
身
を
動
か
し
、

夜
は
休
ま
せ
る
と
い
う
メ
リ
ハ
リ
を
つ

け
な
が
ら
、
規
則
正
し
い
生
活
を
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

●
昼
寝
の
ス
ス
メ

　

仕
事
や
生
活
上
で
、
睡
眠
不
足
を
感

じ
た
と
き
や
作
業
効
率
を
ア
ッ
プ
さ
せ

た
い
と
き
に
、
午
後
１
時
か
ら
３
時
の

間
で
、
30
分
以
内
の
昼
寝
を
す
る
と
効

果
的
で
す
。
眠
れ
な
い
場
合
は
、
目
を

閉
じ
る
だ
け
で
も
効
果
的
で
す
。
睡
眠

は
、
健
康
を
保
つ

た
め
に
、
運
動
や

食
事
と
同
様
に
欠

か
せ
な
い
要
素
で

す
。
厚
生
労
働
省

で
は
、「
健
康
づ
く

り
の
た
め
の
睡
眠
指

針
２
０
１
４
～
睡
眠

12
箇
条
～
」を
策
定

し
ま
し
た
。
自
分
に

あ
っ
た
睡
眠
時
間
や

睡
眠
の
質
を
意
識

す
る
こ
と
で
、
日
常

の
健
康
管
理
に
お

役
立
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
282
局
２
７
９
７
）
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より良い睡眠を心掛け
快適な生活を送りましょう！

１．良い睡眠で、からだもこころも健康に。
２．適度な運動、しっかり朝食、ねむりとめざめのメリハリを。
３．良い睡眠は、生活習慣病予防につながります。
４．睡眠による休養感は、こころの健康に重要です。
５．年齢や季節に応じて、ひるまの眠気で困らない程度の睡眠を。
６．良い睡眠のためには、環境づくりも重要です。
７．若年世代は夜更かし避けて、体内時計のリズムを保つ。
８．勤労世代の疲労回復･能率アップに、毎日十分な睡眠を。
９．熟年世代は朝晩メリハリ、ひるまに適度な運動で良い睡眠。
10．眠くなってから寝床に入り、起きる時刻は遅らせない。
11．いつもと違う睡眠には、要注意。
12．眠れない、その苦しみをかかえずに、専門家に相談を。

「健康づくりのための睡眠指針2014 ～睡眠12箇条～」



並
木
　
克
央

茨
城
工
業
高
等
専
門
学
校
教
授

ふ
る
さ
と
歴
訪

～
歴
史
を
再
発
見
～

西
山
荘
の
人
々
と

　
　
　
村
松
山
虚
空
蔵
堂

西
山
荘
の
人
々
と

　
　
　
村
松
山
虚
空
蔵
堂

徳
川
光み

つ
く
に圀

は
元
禄
３（
１
６
９
０
）年
に
幕
府
か
ら

隠
居
を
認
め
ら
れ
、
翌
年
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
の
10

年
間
を
常
陸
太
田
の
西
山
荘
で
過
ご
し
ま
し
た
。
西

山
荘
で
は
六
十
余
人
が
伺
候（
そ
ば
で
奉
仕
す
る
こ

と
）し
、
そ
の
中
に
は
家
老
の
大
森
典て

ん
ぜ
ん膳

、
小
姓
頭

の
佐さ

っ

さ々

宗む
ね
き
よ淳

、
医
者
の
井
上
玄げ

ん
と
う桐

、
鈴
木
宗そ

う

よ璵
な
ど

の
諸
士
が
い
ま
し
た
。
井
上
玄
桐
は
京
都
の
出
身

で
、
曲ま

な

せ

直
瀬
道ど

う
さ
ん三（

近
世
医
学
の
祖
）の
孫
弟
子
に
当

た
り（『
水
戸
市
史
』中
巻
一
）、
天
和
２（
１
６
８
２
）

年
か
ら
光
圀
に
仕
え
ま
し
た
。
光
圀
没
後
は
京
都
に

戻
り
、
光
圀
の
逸
話
を『
玄
桐
筆
記
』と
し
て
残
し
ま

し
た
。
鈴
木
宗
璵
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
の

で
す
が
、
光
圀
の
命
で『
救き

ゅ
う
み
ん
み
ょ
う
や
く
し
ゅ
う

民
妙
薬
集
』

を
著
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
村
松
山
虚
空
蔵
堂
の
正

別
当
で
あ
っ
た
龍
蔵
院
が
残
し
た
文
書

（
龍
蔵
院
文
書
＝
野
上
家
文
書
）の
中

に
は
、
井
上
玄
桐
と
鈴
木
宗
璵
が
龍
蔵

院
へ
宛
て
た
書
状
が
数
点
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
宗
璵
の
書
状
に
は「（
略
）御
袋

様
ニ
御
薬
約
束
仕（
一
字
虫
損
）遣
候

ハ
ゝ
、
御
用
被
成
様
ハ
南
上
ニ
申
談
候

通
、
御
用
被
成
候
様（
略
）」と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
光
圀
の
侍
医
で
あ
る
宗
璵

が
、
龍
蔵
院
の
母
親
の
病
に
対
し
て
薬
を
調
合
し
て

送
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

ま
た
、
井
上
玄
桐
の
書
状
の
一
つ
に
は「
貴
寺
ど

ら（
銅ど

ら鑼
）に
ゃ
う
は
ち（
鐃に

ゅ
う
は
ち鈸

）、
弥
西
山
へ
御
所
望

被
仰
候
、
就
其
仏
具
屋
ニ
直（
値
）段
御
為
聞
被
成
候

所
、（
略
）仍
金
弐
歩
被
遣
候
、
御
受
納
可
被
成
候
、

以
上
」と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
龍
蔵
院
が
所
蔵
す
る

銅
鑼
や
鐃
鈸
を
西
山（
光
圀
）が
所
望
し
て
お
り
、
玄

桐
が
値
段
を
調
べ
て
支
払
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
玄
桐
も
侍
医
で
し
た
が
、
そ
の
役
割
は
あ
た
か

も
秘
書
官
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。
晩
年
の
光
圀
の

家
臣
構
成
、
ひ
い
て
は
水
戸
藩
の
人
員
登
用
策
を
知

る
上
で
興
味
が
引
か
れ
ま
す
。

他
に
も
龍
蔵
院
文
書
の
中
に
は
、
徳
川
光

圀
、
佐
々
宗
淳
、
安あ

さ

か積
澹た

ん
ぱ
く泊
ら
の
書
状
が
散

見
さ
れ
ま
す
。
太
田
村
に
居
た
修
験
行
者
龍

蔵
院
を
、
村
松
山
虚
空
蔵
堂
の
正
別
当
に
任

じ
た
の
は
光
圀
で
し
た
。
光
圀
が
忌
明
け
の

見
舞
い
品
を
龍
蔵
院
へ
贈
っ
た
際
の
書
状

も
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
村
松
山
虚

空
蔵
堂
と
光
圀
の
関
係
は
密
接
な
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
は
西
山
荘
に
伺
候
す
る
人
々
と

村
松
山
虚
空
蔵
堂
の
関
係
を
も
密
接
に
す

る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

井上玄桐の書状

広
報 

と
う
か
い
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■費　　用 約20万円（海外旅行保険料を含む） ※▽指
定の海外旅行保険に加入します。▽航空運賃の改定
や燃料サーチャージなどにより、金額が変動すること
があります。▽村内在住の方は、村で費用の半額（上
限10万円）を助成します。

■申し込み･問い合わせ まちづくり推進課（役場行
政棟３階）･姉妹都市交流会館･東海駅備え付けの申
込書に必要事項を記入の上、４月13日（月）までに、
持参または郵送で、まちづくり推進課原子力サイエ
ンス･国際化担当（☎282-1711 内
線1343）または姉妹都市交流会館

（☎282-0535）へ申し込みくださ
い。※申込書は、村公式ホームペー
ジからもダウンロードできます。

姉妹都市･アイダホフォールズ市への学生訪問団員募集！
　村と東海村国際センターでは、村の国際親善姉妹都
市･アメリカ合衆国アイダホフォールズ市を訪問する
学生を募集します。ホームステイや現地学生との交流
を通して、英会話や異文化を学んでみませんか。詳細
は、村公式ホームページをご覧ください。
■期　　間 ７月23日（木）～８月４日（火）
■対　　象 ▽村内在住▽村外在住で今までにアイダ

ホフォールズ市学生訪問団のホストファミリーをし
たことがある――のいずれかに該当する中学１年生
～高校３年生（平成27年４月現在）で、帰国後、東
海村国際センターの会員として、姉妹都市交流･国
際交流活動に積極的に参加できる方

■定　　員 15人程度 ※応募者多数の場合は、村内
在住の方、初めて参加する方を優先します。


